
法医解剖において採取した検体と情報の取り扱いについて 

 

法医解剖（司法解剖、行政（承諾）解剖、調査解剖）では、死因など司法当局か

ら嘱託された鑑定目的を解明するために、血液を含む臓器の一部を検体として採取

します。これらの検体は、後日、必要に応じて各種検査を実施し、最終的な死因診

断を行います。採取した検体は、死体解剖保存法に従って熊本大学が責任を持って

保存を行います。これらの検体は検査終了後、あるいは解剖実施より５年経過後、

あるいは裁判終結後を目処に火葬いたします。ただし、後日行われる再鑑定に対応

するため、解剖で採取した検体の一部あるいは全部は、これ以上の期間の保存を行

うことがあります。また、解剖開始前に CT（コンピュータ断層画像）検査による

検査も実施し、解剖時および鑑定時の基礎資料としています。これらの情報は厳格

に取り扱います。 

 

保存する血液や臓器の検体は、司法当局から嘱託された鑑定目的の他に、医学部

学生への教育や医学研究のために使わせていただくことがあります。検体を研究で

使用する際には、熊本大学の倫理委員会の承認を得て、個人が特定されないように

匿名化した上で行います。 

 

また、解剖により判明する情報には医学の進歩、公衆衛生の向上、事故・事件の

再発防止に貢献し得る貴重な知見や教訓が含まれています。そのため稀ではありま

すが、学会、医療界、社会に還元する意義が特に大きいと判断した事例は、学会や

学術専門雑誌に「事例等の報告」として、事例の概要、解剖所見、検査結果等を発

表することがあります。事例報告を行う際には、死者及び御遺族や関係者のプライ

バシーの保護、人権の擁護に最大限配慮いたします。特に、個人が特定されるよう

な情報は発表いたしません。また、この発表によって警察の捜査や裁判に影響がお

よぶことはありません。 

 

なおこれらは、熊本大学の倫理委員会において上記の倫理的配慮が審議され、承

認を得た後に行っております。研究への協力を希望されない御遺族は、協力を拒否

できます。また、ご身内のご遺体の一部が研究に使用されたこと、あるいはご身内

の情報が報告されたことを後から知り、研究の中止、発表内容の訂正を請求される

場合、これにお応えいたします。下記までご連絡ください。研究への協力を希望さ

れないことで不利益をこうむることはありませんのでご安心ください。 

 

この文書について、何か不明点がございましたらお問い合わせください。 
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〒860-8556 熊本市中央区本荘１丁目１番１号 電話：096-373-5124 



 

検案における CT検査および検体採取について 

 

熊本大学大学院生命科学研究部法医学講座で実施している検案において、CT（コ

ンピュータ断層画像）検査による検査を実施します。この検査は非侵襲性に行うも

のであり、ご遺体への影響はありません。検案時に血液や体液の採取を行うことが

ありますが、注射針により採取をし、ご遺体への侵襲は最小限にとどめます。 

 

検案情報や CT検査情報や保存する血液や臓器の検体は、検案書作成の他に、医

学部学生への教育や医学研究のために使わせていただくことがあります。情報や検

体を研究で使用する際には、熊本大学の倫理委員会の承認を得て、個人が特定され

ないように匿名化した上で行います。 

 

なおこれらは、熊本大学の倫理委員会において上記の倫理的配慮が審議され、承

認を得た後に行っております。研究への協力を希望されない御遺族は、協力を拒否

できます。また、ご身内のご遺体の一部が研究に使用されたこと、あるいはご身内

の情報が報告されたことを後から知り、研究の中止、発表内容の訂正を請求される

場合、これにお応えいたします。下記までご連絡ください。研究への協力を希望さ

れないことで不利益をこうむることはありませんのでご安心ください。 

 

この文書について、何か不明点がございましたらお問い合わせください。 

          

熊本大学大学院生命科学研究部法医学講座 

教授 西谷 陽子 

〒860-8556 熊本市中央区本荘１丁目１番１号 
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